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記事

経済学会

京都大学経済学会は， 5月20日午後 2時半上り，下鴨札ノ森の生研会館で次の公開セ

ミナーを聞いた。

「現代マルクス経済学の動向一一哲学と価値論の関連を中心に」

〔報告要旨〉

マレー・ウルフソン教控(オνゴン川t大〕

(通訳京都大学助噛授 瀬地山 敏〉

ウルフソン教援の論点を要約すると，次のとおりである。現代マルクス経済学におい

てふたつの試みが続けられている。ひとつはマルクスの哲学・社会思想、に関連して，r若
いマルクス」に関心をもち，弁証法的唯物論に対Lヒューマニズムあるいは疎外の理論

を代替させようとしヴ試みであるu もうひとつはマルクスの経済分析の側面に関連して

おり，転型問題の検討をとおして，労働価値論に確か記根拠を与えようとする試みであ

る。教授のセミナーのねらいは， これらふたつの相互に独立した試みのあいだに，あり

うべきひとつの連関を示唆する乙とにある。

置Jii;・森嶋・シ トン・サムエノレソン停による転形問題の研究を通じて. (1)剰余価値

不が部門聞で等しいとすれば，労働価値による生産価格決定の原理は，レオ γチヱフ型

の生産技術による生産価格の決定と数学的には守一価である， (2滞1余価値率は価格のター

ムで規定きれてレなし、から，百J場で観察できなし九さらに(3)労働価値諭白意義のひとつ

はz 利潤の源泉、を労働り搾取から説明するところにあるが，分析的には商品の価値を，

たとえば石油，土地など他の本源的生産要素のタームで規定できるから，利潤は「石油

の搾取」にもとづくともいえる，という命題が得られるかb，ポジティヴな経済分析の

視点からみるとき，労働価値論は擁護できない臼しかし労働を「真。社会的費用」と見

れば，労働価値説は，価格機構による資源配分を基礎とする市場経済において，労倒が

過少評価されていることを明らかにしている。したがって労働面値説は，価値にもとづ

く公正な分配とそれに対応する経済成長の水準など，現代経済に向けて，ひとワの規範

を対置するという厚生経済学としての党義をもちうる。

労働価値論は，哲学的にはマルクスが唯物論者としての立場を確立する時期に対応す

る理論であるが，対象とする経済のポジテ♂ヴな分析としてよりも，むしろこのように，

「真の社会的費用」である労働を中桜正する規範的林系として抱医するならば，擁護す

ることが可能になるであろう。そして労働価値論に対するこの方向での関心は，ヒ晶一

マニストの時期のマルクスに寄せられている，哲学・社会思想の先述した関心と連関す

る。
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ウルフソン教校には A ReaPl初 出品lof M.耐xianE.ιonomics (Columbia U. P.， 1966， 

堀江忠男訳「マルクス経済の再検討J)，Karl1¥必rx(Columbia U. P.， 1971)などの著

作があり，昨秋フルフライト委員会の交換教授と Lて来日，早稲田大学木学院を中心に，

慶応，一橋，東大などの諸大学で研究・講義を担当して，こ白 7且に帰国の予定である。

人事
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昭和52年4月 1自 治池光造助教授岡山大学法文学部より

木崎喜代治助教授専修大学経済学部より

本山美彦助教授甲南大学経済学部より

外国出張

山田 治之助教佼 Eヨーロッパに於ける都市交通問題D研究】

(瀬地山 敏)

昭和51年 8月18日より 1ヵ月間 ドイツ連邦共和国，デYマ グ，7-、イス， idi古王

国，ギリシヤ

高寺貞男教授 E株式会社会計り現状と歴史的研究〕

昭和52年 3月より 1年団 連合土国，アメりカ合衆国，カナダ

石川首雄阪教援 シンガポーノレ国南洋大学客員教授

昭和52年6月より 1年間


